
第一節 人材育成
企業が存立していくためには人材育成は必須の経営項目です。特に建設工事は、屋外がほとんどであり、自然条件に大きく左

右されます。また、工事場所により地形・地質・気候など個々に異なるため、機械化の導入が難しく、労働集約型とならざるをえず、
工事に携わっている全員に的確な判断が求められるため人材育成は非常に重要です。

建設業協会及び各企業は、人材育成のため、多くの研
修などを企画し、新人研修・技能研修・資格取得・建設
経理研修・安全教育など、さまざまな努力をしています。建

設業を支える優秀な技術者・技能者へと育成するために、これらを継続していきます。

研修制度は、公的教育・訓練機関に負うところが大きく、これからも、建設業のニーズと教育・
訓練機関の内容が的確に合致するよう機関・団体相互
のコミュニケーションをしっかり図り建設業界も役割を果たしていきたいと望んでいます。
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第二節 人材の確保
建設業は、長らく需要の低迷から、若い人の採用を控えざるをえませんでした。

そのため、公共投資が増加した平成２５年以降技術者と技能者の不足が顕著になりました。採用を増やそうと努力してい
ますが、さまざまな壁が存在することがわかりました。

第一に、建設業の労働環境が厳しいというイメージです。

第二に、建設業の将来に希望が持てないことです。

第三に、若年技術者を輩出する工業高校に建設系の学科が大幅に減
少していることです。
人材確保は、北海道建設業協会のみで進められることではありません。多くの組織が関係しています。行政（発注者であ

る国・北海道・市町村、労働行政を担う国・北海道）・教育機関・職業訓練機関団体・総合建設業・専門工事業など、人材

確保にかかわる組織は多岐にわたっています。平成２７年６月に、北海道が中心と
なり「北海道建設産業担い手確保・育成推進協議会」が
設立しました。北海道建設業協会もメンバーとなり、この協議会を中心に活動を進めていくこととなります。
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第三節 女性の登用
担い手の確保として、建設業界も女性の活躍が必要となっています。いまだに建設業界には、「男の職場」という意識が残っていま

すが、現在でも、女性が活躍している職種がありますし、男性のみの職場よりも、女性と男性が程よく組み合わせた職場のほうが効率
があがるということも言われています。はるか昔、明治三十年(１８９７年)のころ、小樽港の北防波堤を設計から施工まで、全体の設計

と施工管理した札幌農学校二期生の廣井勇という明治・大正の偉大な工学者がおりましたが、彼は
小樽港北防波堤工事の講演で、男女が一緒にすると仕事の効率が良いと話しています。
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現代の建設業界も、女性を積極的に採用・登用して、担
い手の確保を図ることが必要と考えています。しか
し、女性に活躍していただくためには、労働環境の改善が必須です。

北海道の建設業も、女性の活躍できる労働
環境を整え、採用・登用を図り、主要な担い手
として、建設業界を支えられるよう育てていきた
いと考えています。



第四節 生産性向上の努力
国土交通省は、担い手不足に対して、社会保険加入促進や女性活躍等の取組みを含め総合的な人材確保・育成を進めること

と並行して、建設工事の生産性向上により担い手不足を補うという２つの方向で、対応策を検討・推進しているところです。

建設工事の生産性向上を図るために、国土交通省は、平成２７年度までに、ＩＣＴの活用（情報化施
工とＣＩＭ（コンストラクション・インフォメーション・モデリング））、プ
レキャスト化の推進、現場打ちコンクリート工の効率化などを施
策として進めています。
さらに、三次元データを全プロセスで導入する「ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ」を平成２８年度から進めてお

り、国土交通大臣は記者会見で「建設現場の生産性向上に向けて、測量・設計から、施工、更に管理に至る全プロセスにおいて、
情報化を前提とした新基準を来年度より導入する」ことを表明しています。

これらの生産性向上施策は、大手建設会社の協力の下で実験や試行を行ってきました。それらの積み重ねが、全ての
建設工事に広がろうとしています。北海道の建設業界も生
産性向上の推進・確立の一翼を担うことが必要です。
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「北海道成長戦略ビジョンが実現した後の北海道はどんな社会になってい
るのか」、という問いに答えるために、１００年後（２１１６年）の北海道から、５
０年後（２０６６年）の北海道を俯瞰した物語を、以下に語ります。

物語は、「北海道２０６６年」という表題で、以下の４テーマを中心に、数編
のエピソードとしてまとめています。

①日本のエネルギー基地～水素社会の実現

②国際観光・コンベンションエリアの実現

③日本の食料供給備蓄基地

④人口減少社会の克服～コンパクトシティと交通・情報・エネルギーネット
ワークの実現
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２０６６フィクション 「北海道２０６６年」
エピソード１「宗谷からのエネルギー革命」
エピソード２「北海道観光革命～札幌・美瑛・小樽～」
エピソード３「十勝からの食料革命」
エピソード４「北の海からの食料革命～武蔵堆海底山脈～」
エピソード５「小型ジェットネットワークの発芽～紋別空港～」
エピソード６「世界へ開く根釧地域の酪農」
エピソード７「青函道路トンネル」
エピソード８「除雪革命～国道１２号～」
エピソード９「総合リゾートの形成～世界に誇る日高の軽種馬産

業～」
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日本プロジェクト産業協議会
国土・未来プロジェクトH29.5
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第二青函多用途トンネル構想研究会
有人走行自動車トンネル
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第二青函多用途トンネル構想研究会
有人走行自動車トンネル


